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夏
休
み
は
、
青
少
年
が
開
放
感
か
ら
有

害
環
境
な
ど
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
県
で
は
「
非
行
の
芽　

は
や
め
に

つ
も
う　

み
な
我
が
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り

組
む
県
民
運
動
（
夏
期
）」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る
く
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
で
健
全
育
成
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
15
年
８
月
２
日
〜
昭
和
20
年
７
月

１
日
生
ま
れ
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
を
示
す
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
（
橙
色
）
は
７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

現
在
の
高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）
は
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月

１
日
以
降
に
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け

る
と
き
は
、
保
険
証
と
と
も
に
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　

老
後
に
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
を
よ
り

多
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
た

め
に
、
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、定
額
保
険
料
（
月
額
１
万

５
千
590
円
）に
付
加
保
険
料
（
月
々
400
円
）

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
す
る

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
加
入
で
き
る
人
︼

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・�

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人

を
除
く
）

︻
申
請
に
必
要
な
も
の
︼

・
年
金
手
帳�　
・
印
鑑

︻
付
加
年
金
額
︼

　

200
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※�

受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
付
加
保
険
料

相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

︻
そ
の
他
︼

・�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込
ん
だ
月

分
か
ら
で
す
。

・�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
保

険
料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い
る

人
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
る
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
に
、

先
月
更
新
の
ご
案
内
を
し
ま
し
た
が
、
次

に
挙
げ
る
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
ま

だ
更
新
申
請
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

・
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

※�

期
日
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場

合
、
受
給
者
証
の
更
新
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
福
祉
医
療
に
つ
い
て

　

次
の
福
祉
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る

人
で
、
住
所
、
氏
名
、
加
入
す
る
健
康
保

険
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
国

保
医
療
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

︻
子
ど
も
医
療
︼

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

︻
障
害
者
医
療
︼

①�

身
障
手
帳
１
〜
３
級
、
４
級
の
腎
臓
機

能
障
害
お
よ
び
４
〜
６
級
の
進
行
性
筋

萎
縮
症
の
人

②
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
判
定
の
人

③
自
閉
症
状
群
と
診
断
さ
れ
た
人

︻
母
子
家
庭
等
医
療
︼

　

母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
18
歳
未
満

の
児
童
と
そ
の
父
ま
た
は
母
（
子
ど
も
課

で
遺
児
手
当
等
の
受
給
が
認
め
ら
れ
た
人

に
限
る
）

︻
精
神
障
害
者
医
療
︼

①�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、２
級

の
人

②�

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）

を
持
って
い
る
人

※�

精
神
病
治
療
の
た
め
入
院
す
る
場
合
、

保
険
診
療
自
己
負
担
相
当
額
の
２
分
の

１
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

︻
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
︼

①�

障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障
害
者
お

よ
び
母
子
家
庭
等
医
療
の
要
件
を
満
た

す
人

②�

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
生
活
介
護
の

期
間
が
３
か
月
以
上
継
続
し
て
い
る
ね

た
き
り
か
重
度
も
し
く
は
中
度
の
認
知

症
の
人

③�

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
住
民
票
上
単

身
か
つ
親
族
の
扶
養
に
入
って
い
な
い
ひ
と

り
暮
ら
し
の
人

※�

４
月
１
日
か
ら
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
認
定

基
準
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。
受
給
要

件
に
該
当
す
る
か
確
認
し
た
い
場
合
は
、

国
保
医
療
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

議会報告会を開催します
　市議会主催の議会報告会を開催します。
多くの市民の皆さんのご参加をお待ちして
います。
▶と　き　8月1日㈯　午後1時30分から
▶ところ　中央公民館　大会議室
▶内　容　議会の報告・
　　　　　意見交換会
▶問合せ　議事課　庶務係
　　　　　（☎95－0137）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
県
民
運
動
（
夏
期
）

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

生
涯
学
習
係

（
☎
（83）
１
１
６
５
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

が
更
新
さ
れ
ま
す

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
は
お
済
み
で
す
か

国
保
医
療
課�

医
療
係（
☎
（95）
０
１
５
１
）

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を

ご
存
知
で
す
か

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

刈
谷
年
金
事
務
所（
☎
（21）
２
１
５
９
）
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介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
）
の
減
免

○
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

１
．
災
害
や
著
し
い
収
入
の
減
少
な
ど
特

別
な
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る
事
が
困
難

な
人
は
、
損
害
の
程
度
や
前
年
の
総
所
得

金
額
に
よ
り
納
付
額
の
10
分
の
10
か
ら
８

分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
減
免
し
ま
す
。

２
．
保
険
料
の
第
１
・
２
段
階
の
人
で
、

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
は
、

納
付
額
の
４
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
減

免
し
ま
す
。

・�

世
帯
の
前
年
収
入
（
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
、
失
業
給
付
、
仕
送
り
等
含
む
。）

の
合
計
が
独
居
で
150
万
円
（
世
帯
員
１

人
増
す
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
）
以
下

で
あ
る
こ
と
。

・�

世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
が
独
居
で
200
万

円
（
２
人
以
上
の
世
帯
は
250
万
円
）
以

下
で
あ
る
こ
と
。

・�

世
帯
員
す
べ
て
が
日
常
生
活
に
供
す
る

資
産
以
外
に
活
用
す
る
資
産
を
有
し
な

い
こ
と
。

・�

市
民
税
課
税
者
の
扶
養
ま
た
は
援
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
申
請
の
時
に
持
参
い
た
だ
く
も
の

・�

預
貯
金
等
の
す
べ
て
の
通
帳
（
平
成
26

年
１
月
１
日
か
ら
現
在
ま
で
の
記
帳
が

あ
る
も
の
）

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

・
年
金
収
入
等
が
分
か
る
も
の

・
医
療
保
険
証

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
の
軽
減

　

介
護
保
険
で
は
、
１
割
も
し
く
は
２
割

の
自
己
負
担
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
が
、
所
得
の
低
い
人
に
は
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
担
当
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
、
愛
知
県
遺
児
手
当
、

知
立
市
遺
児
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
８
月
１
日
〜
31
日
ま
で
に
手
当
の
受

給
資
格
を
更
新
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

更
新
の
手
続
き
に
は
、
自
宅
の
電
気
、

ガ
ス
、水
道
料
の
領
収
書
ま
た
は
検
針
票
、

電
話
料
金
の
領
収
書
な
ど
も
必
要
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
手
続
き
の
ご
案
内
は
、
７
月
下

旬
に
各
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん
あ
て
送
付

し
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
子
育

て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
人
（
依
頼
会

員
）
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

（
援
助
会
員
）
が
会
員
に
な
り
、
お
互
い

が
助
け
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
組
織
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
援
助
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
が

好
き
な
皆
さ
ん
、
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

※�

講
習
を
受
け
て
か
ら
の
登
録
と
な
り
ま

す
。

▼
講
習
日　

８
月
17
日
㈪　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
）

▼
内
容　

緊
急
時
対
策
と
応
急
処
置
・
子

ど
も
の
安
全
と
病
気
・
ケ
ガ
の
対
応
、
子

ど
も
の
遊
び
と
遊
ば
せ
方

▼
持
ち
物　

顔
写
真
２
枚
（
２
㎝
×
３
㎝

ス
ナ
ッ
プ
写
真
可
）、
筆
記
用
具
、
昼
食

▼
申
込
み　

８
月
13
日
㈭
ま
で
に
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
住
民
票
の
住
所
に
簡
易

書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
確
実

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
住
民
票
の
住
所
と

異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
現

在
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
住
民
票
を
移
す

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

震
災
避
難
者
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
特
別
な
事

情
で
住
民
票
以
外
の
と
こ
ろ
に
避
難
し

て
い
る
場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
の
送
付

先
を
変
更
で
き
ま
す
。
７
月
16
日
㈭
～

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

長
期
出
張
や
下
宿
中
な
ど
の
理
由
に
よ

る
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
。

　いつもミニバスをご利用いただきあり
がとうございます。
　夏休み期間中（7月18日㈯～8月31
日㈪）、中学生は無料でミニバスを利用
できます。
　降車時にバスの運転手へ生徒手帳をご
提示ください。

▶問合せ　まちづくり課　まちづくり推
進係（☎95-0158）

中学生の皆さんへ
ミニバスからのお知らせ

マイナちゃん

介
護
保
険
の
減
免
制
度

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

（
☎
（95）
０
１
２
２
）

―
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
―

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通

知
カ
ー
ド
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
課 

市
民
企
画
係（
☎
（95）
０
１
２
４
）

―
ひ
と
り
親
家
庭
の
手
当
を
受

給
中
の
皆
さ
ん
へ
―　

更
新
手

続
き
（
現
況
届
）
を
忘
れ
ず
に

子
ど
も
課 

児
童
家
庭
係（

☎
（95）
０
１
２
０
）

ち
り
ゅ
う
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
援
助
会
員

を
募
集
し
ま
す

ち
り
ゅ
う
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
☎
（82）
９
０
０
９
）
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市
が
管
理
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
耐
用
年
数
の
８
年
を
迎
え
る
と
市
の

負
担
で
取
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
替
時
に
費
用
を
請
求
し
た
り
、
宅
内

の
水
ま
わ
り
の
点
検
を
し
た
り
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
検
定
満
期
が
平
成
27
年
度

中
に
到
来
す
る
も
の
（
27
・
４
～
28
・
３
）

が
取
替
の
対
象
で
す
。

※�

メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
に
検
定
満
期
（
年
・

月
）
が
記
載

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

取
替
対
象
の
人
に
は
、
市
が
委
託
し
た

業
者
が
直
接
訪
問
し
、
原
則
、
不
在
で
も

そ
の
場
で
取
替
え
ま
す
。

　

訪
問
時
に
取
替
が
で
き
な
い
場
合
は
、

後
日
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
取
替
日
の

調
整
は
、
作
業
員
ま
た
は
業
者
へ
直
接
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

取
替
は
、
来
年
３
月
ま
で
市
内
各
地
で

随
時
実
施
し
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
周
り
に
車
な
ど
の
障
害
物
が

な
い
よ
う
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
今
年
度
取
替
委
託
業
者

偶
数
月
検
針
地
区　

タ
ブ
チ
住
設
機
工
㈱

（
☎
（81）
０
３
９
６
）

奇
数
月
検
針
地
区　

森
島
設
備
管
工
㈱
知

立
支
店
（
☎
（81）
０
０
７
９
）

　

高
校
に
在
学
中
の
人
で
主
た
る
生
計
者

の
病
気
・
死
亡
・
失
職
等
の
事
由
で
家
計

収
入
が
激
減
し
、
経
済
的
に
修
学
が
困
難

で
あ
る
人
を
対
象
に
、
緊
急
に
資
金
を
支

給
（
月
額
９
千
円
、
返
還
不
要
）
す
る
緊

急
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
教
育
庶
務
課
（
市
役
所
２
階

⑮
窓
口
）
へ
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。審
査
等
で
、

支
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

①�

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
ん
で
い

る
人

②
高
校
２
・
３
年
生

③�

心
身
と
も
に
健
全
で
、
修
学
意
欲
が
あ

り
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
人

④�
愛
知
県
そ
の
他
の
団
体
か
ら
奨
学
金
の

貸
与
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
奨
学
金　

月
額
９
千
円
（
正
規
の
修
業

期
間
を
修
了
す
る
ま
で
）

※
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
員　

高
校
２・３
年
生　

若
干
名

▼
申
請
期
間　

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
教
育

庶
務
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
請
書
類
等
は
教
育
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
。

※�

在
学
証
明
書
、
前
学
年
の
成
績
証
明
書

が
必
要
で
す
。

▼
募
集
人
数　

1
人
程
度
（
平
成
27
年
９

月
１
日
採
用
予
定
）

▼
応
募
資
格　

保
育
士
ま
た
は
教
諭
免
許

を
有
す
る
人
で
、
昭
和
20
年
４
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

▼
職
務
内
容　

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
業
務

▼
勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日
の
間
で
週
5

日
以
内
、
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30

分
の
う
ち
５
時
間
45
分
以
内
（
時
差
出
勤

な
ど
変
則
勤
務
あ
り
）

▼
勤
務
先　

市
内
の
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
報
酬　

月
額
14
万
９
千
500
円
（
平
成
27

年
7
月
1
日
現
在
）

▼
試
験
日　

８
月
11
日
㈫

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
応
募
方
法　

7
月
16
日
㈭
〜
31
日
㈮
ま

で
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）
に
、
市
販
の

履
歴
書
（
写
真
1
枚
貼
付
）
に
資
格
を
証

明
す
る
も
の
を
添
え
て
子
ど
も
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

奨
学
生（
高
等
学
校
２
・
３
年
生
）

募
集

教
育
庶
務
課�

教
育
庶
務
係

（
☎
（95）
０
１
３
５
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

水
道
課�

料
金
係（
☎
（95）
０
１
３
２
）

緊
急
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

教
育
庶
務
課�

教
育
庶
務
係

（
☎
（95）
０
１
３
５
）

とよた高専ワクワク広場（公開講座）

児
童
厚
生
員
を
募
集
し
ま
す

子
ど
も
課�

児
童
家
庭
係（

☎
（95）
０
１
２
０
）
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市
で
は
、
7
月
16
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
市

の
デ
ー
タ
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
、
公
共
デ
ー
タ

を
二
次
利
用
可
能
な
か
た
ち
で
提
供
し
、

民
間
事
業
者
等
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
等
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
民
の
利

便
性
向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
も
の
で
す
。
各
デ
ー
タ
の
ラ
イ
セ
ン

ス
等
に
従
っ
て
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
印
刷
物
等
に
自
由
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
防
衛
大
学
校
一
般
（
前
期
）︼

▼
応
募
資
格　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈯
〜
30
日
㈬

▼
試
験
日　

［
一
次
］
11
月
７
日
㈯
お
よ

び
８
日
㈰
、［
二
次
］
12
月
８
日
㈫
〜
12

日
㈯
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
１
日

※�

推
薦
・
総
合
選
抜
・
後
期
試
験
も
あ
り

ま
す
。

︻
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
︼

▼
応
募
資
格　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈯
〜
30
日
㈬

▼
試
験
日　

［
一
次
］
10
月
31
日
㈯
お
よ

び
11
月
１
日
㈰
、［
二
次
］
12
月
16
日
㈬

〜
18
日
㈮
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
１
日

︻
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生
︼

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈯
〜
30
日
㈬

▼
試
験
日　

［
一
次
］
10
月
17
日
㈯

［
二
次
］
11
月
28
日
㈯
ま
た
は
29
日
㈰

※�

詳
し
く
は
、
安
城
地
域
事
務
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
（
訓
練
期
間
）　

10
月
６
日
㈫
〜

12
月
１
日
㈫
の
期
間
中
、
毎
週
月
〜
水
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

発
達
支
援
教
室
ク
ロ
ー
バ
ー

（
知
立
市
西
２
丁
目
３
番
地
23
）

▼
内
容　

就
職
の
際
に
直
面
す
る
様
々
な

場
面
に
対
応
で
き
る
力
の
習
得
お
よ
び
就

労
生
活
に
お
け
る
心
身
の
健
康
の
セ
ル
フ

ケ
ア
方
法
の
習
得

▼
対
象　

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
精
神
障

が
い
、
発
達
障
が
い
の
人
）
で
、
訓
練
場

所
ま
で
自
身
で
通
え
る
人

▼
定
員　

15
人
（
面
接
で
選
考
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
願
書
配
布
先　

公
共
職
業
安
定
所
、
愛

知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

▼
申
込
み　

９
月
８
日
㈫
ま
で
に
公
共
職

業
安
定
所
へ
。

※�

受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必

要
で
す
。

第59回
史跡八橋かきつばたを写す会
入賞者決定
　県の花、市の花である「かきつばた」を広く紹介し、観光
宣伝に使用することを目的に開催された「史跡八橋かきつば
たを写す会」の入賞者が決定しました。
　今年度は336点の応募作品の中から厳選なる審査の結果、
「推薦」の戸軽邦明さんを始め、次の皆さんが入賞されました。
　なお、入賞作品は7月24日㈮まで、中央公民館1階ホールで
展示しますので、ぜひご覧ください。
▶問合せ　観光協会事務局（経済課内　内線211・212）

賞 氏名（住所） 賞 氏名（住所）
推　薦 戸軽邦明（知立市）

入　選

大口鈸夫（刈谷市） 田中好和（瀬戸市）

特　選 水谷清（豊橋市） 小田益史（知立市） 佐藤京子（知立市） 福島宏治（豊田市）

準特選
螺澤鎭雄（知立市） 杉浦勝利（西尾市） 川本巽（名古屋市） 坪井庄一（名古屋市）

佐藤信夫（知立市） 大見恭三（豊田市） 遠藤俊次（豊田市）

入　選
天野修（高浜市） 宮地陸夫（知立市） 斎藤和子（安城市） 丹羽祥方（名古屋市）

樋田美幸（知立市） 榎本清司（鈴鹿市） 服部孝子（蒲郡市） 田井中道夫（刈谷市）

菱木一光（知立市） 大木知子（豊橋市） 白倉正彦（豊川市） 大口芳子（刈谷市）

□入賞者一覧 （敬称略）

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
公
開
に
つ
い
て

企
画
政
策
課�

情
報
係（
☎
（95）
０
１
４
５
）

平
成
27
年
度
自
衛
官
募
集

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部�

安
城
地
域

事
務
所（
☎
（74）
６
８
９
４
）

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練 

ク
ロ
ー
バ
ー

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
習
得
コ
ー
ス

公
共
職
業
安
定
所（
☎
（21）
５
０
０
１
）

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
５
０
５
）
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点
検
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
10
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
付
け
た
そ
の
後
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
故
障
や
電

池
切
れ
の
な
い
よ
う
、
定
期

的
に
作
動
確
認
（
垂
れ
て
い

る
ひ
も
を
引
く
か
ボ
タ
ン
を

押
せ
ば
Ｏ
Ｋ
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
10
年
を
経
過
し
た
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ

な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、交
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
だ
付
い
て
い
な
い
家
庭
は
、
大
切
な

命
を
守
る
た
め
に
１
日
も
早
く
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
局
予
防
課
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

衣
浦
東
部
広
域
連
合　

消
防

局
予
防
課
（
☎
（63）
０
１
３
６
）

　

６
月
14
日
㈰
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
知
立

市
歯
科
医
師
会
、知
立
市
共
催
に
よ
る「
第

13
回　

８
０
２
０
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
今
年
度
80
歳
以
上
で
ご

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
人
を

達
成
者
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
２
倍
以
上
で
あ

る
68
人
が
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
人
に
お
話
を
伺

う
と
、
毎
年
健
診
を
受
け
ら
れ
、
健
康
の

為
に
良
い
と
思
う
こ
と
は
日
常
生
活
の
中

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
り
と
健
康

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

○
達
成
者

赤
堀
四
郎
、
浅
井
利
一
、
安
藤
利
行
、
石

川
實
、
磯
部
雅
子
、
伊
藤
秋
男
、
岩
瀨
幸

江
、
大
久
保
和
久
、
大
塚
留
之
進
、
大
宮

康
之
、
小
笠
原
貞
美
、
岡
田
絜
、
岡
田
幸

子
、
奥
津
サ
ナ
エ
、
角
田
鍈
、
加
藤
さ
か

え
、
加
藤
つ
ね
子
、
加
藤
ハ
ツ
ミ
、
兼
子

勝
、
鎌
田
奇
久
代
、
神
谷
三
郎
、
神
谷
繁

雄
、
神
谷
久
枝
、
木
下
美
江
子
、
髙
井
義

金
、
近
藤
リ
ヱ
子
、
佐
藤
和
子
、
柴
田
竹

子
、
清
水
絹
代
、
清
水
邦
一
、
鈴
木
と
し

子
、
鈴
木
信
子
、
鈴
木
誠
、
瀬
谷
律
子
、

曽
田
勝
、
大
石
公
子
、
高
木
弘
和
、
高
橋

猛
、
竹
村
和
晃
、
多
田
敬
子
、
田
端
準
、

津
村
昭
一
、
鶴
見
英
司
、
手
島
彌
七
、
内

藤
久
子
、
中
嶋
武
夫
、
中
村
伊
津
子
、
中

村
恒
太
郎
、
成
澤
二
郎
、
新
美
欽
哉
、
新

美
節
子
、野
口
弘
子
、野
々
山
俊
美
、野
々

山
ヒ
サ
コ
、
林
秋
雄
、
林
す
み
子
、
原
田

利
通
、
松
瀬
裕
子
、
松
本
憲
明
、
宮
下
陽

里
、村
上
キ
ヌ
エ
、八
木
照
子
、柳
和
彦
、

他
５
人

▼
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（82）
８
２

１
１
）

﹇
奏
功
例
﹈
火
を
つ
け
た
ガ
ス
コ
ン

ロ
に
鍋
を
掛
け
た
ま
ま
外
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
作
動
し
、
そ
れ
に
気
が
付
い
た

近
所
の
住
人
が
119
番
通
報
し
、
火
災

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
刈
谷
市
）

８
０
２
０
表
彰
式
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